
日本文化のあけぼの① 

Ⅰ 文化のはじまり 

【考古学
こ う こ が く

上の時代区分】 青字は重要 

更新
こうしん

世
せい

 
約 258万年前～ 

約 1万年前まで 

[1 旧石器  ]時代 

(先
せん

土
ど

器
き

時代) 

[２ 打製  ]石器を使用。末期には細石器
さ い せ っ き

も 

使用される。自然採集(木
こ

の実
み

等)の生活中心。 

完
かん

新世
しんせい

 

約１万年前～現在 

[３ 縄文
じょうもん

   ]時代
じ だ い

 
[４ 磨製 ]石器を使用。弓矢

ゆ み や

が発明され、縄文
じょうもん

 

土器
ど き

を使用。狩猟
しゅりょう

・漁労
ぎょろう

などの採集生活。 

[５   弥生
や よ い

  ]時代
じ だ い

 
[６ 青銅器 ]と鉄器

て っ き

が伝来、石器と併用。 

水稲農耕の広まり→貧富の差・身分区別が発生 

[７ 古墳
こ ふ ん

    ]時代
じ だ い

 

土師器
は じ き

や須
す

恵器
え き

を使用。鉄製農具・鉄製武器が 
教科書 P30参照 

普及。古墳
こ ふ ん

の構築。大和
や ま と

政権
せいけん

の成立。 
 

Ⅱ 旧石器時代 

１．旧石器時代の特色 

◆人類の誕生はおよそ 650万年前…猿人
えんじん

→原人
げんじん

→旧人
きゅうじん

→新人
しんじん

の順で出現した。 

日本列島で発見された化石
か せ き

人骨
じんこつ

(新人段階のものと推測)：静岡県の[８ 浜北
はまきた

  ]人、沖縄県の[９ 湊川
みなとがわ

  ]人など 

◆土器を伴
ともな

わず、打製
だ せ い

石器
せ っ き

(石を打
う

ち欠
か

いたもの)を使用。 

    [10  岩
いわ

宿
じゅく

  ]遺跡
い せ き

：1946年、[１１ 相沢
あいざわ

忠洋
ただひろ

    ]が群馬県の関東ローム層(更新世に堆積
たいせき

した地層)で発見 

→日本列島での旧石器文化の存在が実証された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．旧石器時代人の生活(教科書 P10参照) 

◆ナイフ形
がた

石器
せ っ き

や[１２  尖頭器
せんとうき

  ]などの石器
せ っ き

を棒
ぼう

の 先端
せんたん

につけた石
いし

槍
やり

を用
もち

いて、大型
おおがた

動物
どうぶつ

を捕獲
ほ か く

。 

◆末期には小型の[１３ 細石器
さいせっき

   ]も使用。 

◆食料を求めて移動生活…簡素なテント式の小屋や、洞穴
どうけつ

を利用。小規模な集団で生活する。 
 

 

 

 

 

＊教科書 P８～１０ 

＊詳説日本史ノート P2 

 

No.1 

 

◆日本列島の形成◆ 

日本列島は更新世の終わり頃 

まで大陸と陸続きであったが、 

最後の氷河期が終わると気温 

は上昇し、地殻
ち か く

変動
へんどう

もあって 

大陸から分裂し、ほぼ現在の 

形になった。 

根拠：現在日本には見られない 

ナウマンゾウやオオツノジカ 

の化石が発掘されている。 

 

夜明け／新しく事態が展開しようとする時のこと 

尖頭器
せ ん と う き

 

細石器
さ い せ っ き

 

細石刃
さいせきじん

 

相
沢
忠
洋
『
岩
宿
の
発
見
』 

赤
土
の
断
面
に
目
を
向
け
た
と
き
、
私
は
そ
こ
に
見
慣
れ
な
い 

も
の
が
、
な
か
ば
突
き
さ
さ
る
よ
う
な
状
態
で
見
え
て
い
る
の 

に
気
が
つ
い
た
。
…
…
そ
れ
を
目
の
前
に
見
た
と
き
、
私
は 

危
く
声
を
だ
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
じ
つ
に
み
ご
と
と
い
う
ほ
か 

な
い
、
黒
曜
石
の
槍
先
形
を
し
た
石
器
で
は
な
い
か
。
完
全
な 

形
を
も
っ
た
石
器
な
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
と
わ
が
目
を
疑
っ
た
。 

考
え
る
余
裕
さ
え
な
く
た
だ
茫
然
と
し
て
み
つ
め
る
ば
か
り
だ 

っ
た
。
…
…
も
う
間
違
い
な
い
。
赤
城
山
麓
の
赤
土(

関
東
ロ
ー

ム
層)

の
な
か
に
土
器
を
い
ま
だ
知
ら
ず
、
石
器
だ
け
を
使
っ
て

生
活
し
た
祖
先
の
生
き
た
跡
が
あ
っ
た
の
だ
。 

（
相
沢
忠
洋
『
岩
宿
の
発
見
』
講
談
社
文
庫
） 

地表 

尖頭器 岩宿Ⅲ 

ナイフ形石器 岩宿Ⅱ 

敲打器 岩宿Ⅰ 

岩宿遺跡の関東ローム層断面 



日本文化のあけぼの② 

 

Ⅲ 縄文
じょうもん

文化
ぶ ん か

(約 1万年余り前～紀元前 4世紀ごろ)  

１．特色 

◆気候の温暖化…照葉樹林
しょうようじゅりん

(西日本)や落葉
ら くよ う

広葉
こ うよ う

樹林
じゅりん

(東日本)が広がる→食料環境が多様化 

◆磨製
ま せ い

石器
せ っ き

・土器
ど き

を使用…狩猟
しゅりょう

・漁労
ぎょろう

や植物性食物の採集中心で、牧畜や農耕はほとんど行
おこな

われていなかった。 

２．道具 

◆弓矢
ゆ み や

…イノシシ(猪)・二ホンシカ(鹿)などの中小動物の狩猟に適した狩猟具。その先端には石
せき

鏃
ぞく

を使用。 

◆磨製
ま せ い

石器
せ っ き

…表面が磨
みが

かれ、木の伐採
ばっさい

や加工
か こ う

に適
てき

している。 

素材：[１４ 黒曜石
こくようせき

   ]やサヌカイト(讃岐
さ ぬ き

石
いし

)が用いられた。 

         その分布状況(右の地図)から、遠方集団との交易も行われていたことが推測できる 

◆縄文
じょうもん

土器
ど き

…貯蔵
ちょぞう

・調理
ち ょ う り

用。厚手、黒褐色
こくかっしょく

。 その形態の変化で 6期に区分される。 
 

◆[１５ 骨
こ っ

角器
か く き

   ]…主に漁労
ぎょろう

用。動物の骨や角を利用。 
 

３．社会と生活 

◆[１６ 竪穴
たてあな

  ]住居(右図)…水辺
み ず べ

に近い台
だい

地上
ち じ ょ う

に集落を形成 

◆[１７ 貝塚
かいづか

  ]…ゴミ捨て場   

※主な遺跡：[１８  大森
おおもり

  ]貝塚(東京都)、加曾利
か そ り

貝塚(千葉県)、鳥
と り

浜
はま

貝塚(福井県) 

           1877年、アメリカ人[１９ モース  ]が発掘調査  

４．信仰 

◆縄文人にはあらゆる自然物・自然現象に霊威
れ い い

が存在すると考える[１９ アニミズム    ]信仰がみられた。 

呪術的
じゅじゅつてき

風習
ふうしゅう

を示す遺物
い ぶ つ

として、土偶
ど ぐ う

※１や石
せき

棒
ぼう
※２などがある(右図)。 

※１ 土偶…生殖や収穫を祈るための土製品で、女性を模
かたど

っている。 

          多くは、壊された状態で出土する。現在、5体が国宝に指定されている。 

※２ 石棒…呪術・祭祀
さ い し

に使用した棒状の石器。男性の生殖器
せいしょくき

を表現していると思われる。 
 

◆成人の通過
つ う か

儀礼
ぎ れ い

の一つとして[２０ 抜歯
ば っ し

   ]が行
おこな

われ、死者は生者に災
わざわ

いを及ぼさ 

ないように[２１ 屈葬
く っ そ う

   ]された。 

 

【ポイント】 

①なぜ、貝塚
かいづか

から縄文人の生活や自然環境がわかるのか 

答：貝塚は、縄文人が捨
す

てた物が堆積
たいせき

して層を成
な

している遺跡
い せ き

なので、 

土器などの人工物の他に、貝殻
かいがら

に含まれるカルシウム分で保護された人骨や、食料とした魚の骨などが 

出土
しゅつど

するから。 

②なぜ、縄文土器がつくられるようになったのか 

  答：自然環境の大きな変化から、ドングリ等の 

植物性食料の重要性が高まり、 

水にさらしたり、土器で煮
に

たりして灰汁
あ く

抜
ぬ

きを 

しなければ食用にできないから。 

 

 

＊教科書 P１1～15 

＊詳説日本史ノート P3 

 

No.２ 

三内丸山遺跡(青森県) 
棚
たな

畑
ばたけ

遺跡
い せ き

(長野県) 
高さ 27.0cm 

縄文のビーナス 

抜歯 屈葬 

(蜆塚遺跡、静岡県) 

石鏃 

教科書 P12参照 
釣針 

縄文人の四季 



 

農耕社会の成立 

Ⅰ 弥生
や よ い

文化
ぶ ん か

の成立 

１．時期 

  「弥生
や よ い

時代
じ だ い

」…紀元前 4世紀頃～紀元後[１ ３  ]世紀中頃
なかごろ

までの数百年間 

２．特色 

 ①中国大陸の農耕文化の影響を受け、西日本に水稲農耕を基礎とする文化が 

成立し、東日本に広まった。                 

 ③石器と[２ 金属器 ]、弥生
や よ い

土器
ど き

の併用
へいよう

 
 

Ⅱ 水稲
すい と う

農耕
の う こ う

の開始 

１．農耕技術 

 ①初期：低湿地を利用した湿田
しつでん

で、木製の鍬
くわ

・鋤
すき

・田
た

下駄
げ た

・田
た

舟
ふね

を使用し、 

[３  石
いし

包丁
ぼうちょう

  ]で穂首
ほ く び

狩
が

り(右図) 

 ②後期：[４  鉄 ]製農具の普及→微
び

高地
こ う ち

に灌漑
かんがい

施設
し せ つ

を必要とする乾田
かんでん

の開発(生産性 UP) 

２．遺跡
い せ き

 

[５ 菜畑
なばたけ

   ]遺跡〈佐賀〉･･･最古の水田
すいでん

跡
あと

を検出 

[６ 板付
いたづけ

   ]遺跡〈福岡〉･･･縄文時代晩期後半の水稲耕作が判明  

砂沢遺跡〈青森〉･･･弥生時代前期末の東日本最古の水田跡  

垂柳遺跡〈青森〉･･･本州最北端の弥生時代中期の水田跡 
 

Ⅲ 金属器の使用 

１．青銅器
せ い ど う き

…銅
どう

と錫
すず

の合金。主に宝器・[７ 祭器 ]として使用 

２．九州地方北部を中心に銅
どう

矛
ほこ

・銅戈
ど う か

 

  近畿地方を中心に銅鐸
どうたく

       が分布 

  瀬戸内中部を中心に平形
ひらがた

銅
どう

剣
けん

 

３．鉄器
て っ き

…主に実用具として使用。 (例)農具(鎌
かま

)、工具(斧
おの

・刀子
と う す

・ 鉇
やりがんな

)など 
 

Ⅳ 農耕社会の生活 

１．衣食住 

 ①衣…石製
せきせい

紡錘車
ぼうすいしゃ

や木製
もくせい

織機
し ょっ き

を使用し、織物を制作。  c.f貫頭
かんとう

衣
い

(右図) 

 ②食…穀
こ く

を稲穂
い な ほ

から取り、木
き

臼
うす

や竪
たて

杵
きね

で脱穀
だっこく

し、 甑
こしき

で蒸
む

して食用にした。 

 ③住…大規模な地縁的集団を作り、竪穴
たてあな

住居を建て平地に定住し、[８ 高床倉庫   ]に穀物
こくもつ

を貯蔵。 

 ④集落…周囲に濠
ほり

をめぐらす[９ 環濠
かんごう

  ]集落・高地性
こ う ち せ い

集落
しゅうらく

も出現 

２．葬法(墓制)…屈葬
く っ そ う

→体全体を伸ばした状態で埋葬する[１０ 伸展葬
しんてんそう

  ](右図)へ 

 ①銅鏡・玉
ぎょく

などの副葬品
ふくそうひん

→身分・貧富の差が発生？ 

 ②九州北部を中心に甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

、朝鮮半島南部にも多く分布している[１１ 支石
し せ き

墓
ぼ

  ]などがみられる。 

  他の地域では箱式
はこしき

石棺
せきかん

墓
ぼ

もある。(その他の) 

 ③近畿
き ん き

地方
ち ほ う

から東日本に至
いた

る各地に、低い方形の墳丘の周囲に溝
ほり

をめぐらせた[１２ 方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こ う

墓
ぼ

  ]も作られた。 

                                            【ポイント】 

                                             なぜ大型の墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

や大量の副葬品
ふくそうひん

を伴
ともな

う墓が出現したのか 

                                            →集団の中に身分差が生じ、各地に強力な支配者が出現した 

からだと考えられる。 

＊教科書 P15～１９ 

＊詳説日本史ノート P4～５ 

 

No.３ 

 

＊弥生文化が及ばなかった地域… 

 北海道には金属器・稲作が伝わらず 

「続縄文
ぞくじょうもん

文化
ぶ ん か

」と呼ばれる文化、 

南西諸島では稲作が行われず「貝塚 

文化」と呼ばれる文化が続いた。 

 ＊弥生土器の名称… 

発見された場所である本郷
ほんごう

弥生町
やよいちょう

に由来。 

現在の東京都文京区弥生 2丁目。 

地下水位が高く湿潤なため排水施設を必要とする水田で、生産性は低い 

安倍川の自然堤防上に位置 

＊島根県の荒神
こうじん

谷
だに

遺跡
い せ き

では銅鐸
どうたく

6本、 

銅
どう

矛
ほこ

16本、銅
どう

剣
けん

358本が発見された。 

＊島根県加茂岩倉遺跡では 39点の銅鐸が 

一括出土された。 

高温で焼かれ、薄手で硬
かた

く、赤
せき

褐色
かっしょく

のものが多い 

石包丁 

この分布状況は、共通の祭器を 

用いる地域圏を示している。 

高床倉庫の復元図 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1586901921/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9qYXBhbmVzZWNsYXNzLmpwL3RyZW5kcy9hYm91dC8lRTQlQkMlQjglRTUlQjElOTUlRTglOTElQUM-/RS=^ADB3iiwfidQcRBJPRJDixFK1DuhdVw-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTEzJmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1NCT2h5akVtcTA0NjIzYkdrNVRnZmRuWHFjeU1oQmdXLTRHaVRUTU1JTEF6a0lua0JHV3J0NUp3BHADNUx5NDViR1Y2SkdzSU9PQnFPT0Jydy0tBHBvcwMxMwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1586902593/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGludGVyZXN0LmNvbS9waW4vMzI3MDczOTkxNjY5Mzk2OTIyLw--/RS=^ADB...pp8ugctagZYMjMxqzy7QOZOs-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTEwJmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1J2WXJlNWFQRlloYlNZcTNRRERRUW9yUUxwOWY5NmxiWHVUZHRQN1Y0ZGJwNktSaXp0VlRoYzItNnVUdwRwAzZMS3I2YUN0NktHagRwb3MDMTAEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-


小国の分立 

Ⅰ 小国の形成 

 ◆農耕社会の成立により余剰
よじ ょ う

生産物
せいさんぶつ

をめぐる戦いが発生 

→人やムラ(村)の闘争・併合が進み、各地に王を中心とした集団の連合体である小国(「１  クニ 」)が形成 
     強大な集落が弱小集落を統合 

 ◆防御的機能をもつ集落が出現： 

①周囲に濠
ほり

や土塁
ど る い

をめぐらした環濠
かんごう

集落 (例)佐賀県の[２  吉野ケ里
よ し の が り

  ]遺跡、奈良県の[３ 唐
から

古
こ

・鍵
かぎ

   ]遺跡など 

    ②争いに備
そな

えて不便な山頂や丘陵
きゅうりょう

などに立地した高地性
こ う ち せ い

集落
しゅうらく

 (例)香川県[４  紫雲
し う

出山
で や ま

  ]遺跡 

＊Point＊ 

    瀬戸内海
せ と な い か い

沿岸
えんがん

地域や近畿地方では高地性
こ う ち せ い

集落
しゅうらく

が、九州～関東地方には環濠
かんごう

集落
しゅうらく

が主に作られた。 

 

Ⅱ 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

                中国の史書にみる倭(古代日本)の状態 

出典史料 時期 記述内容 

[５ 『漢書』地理志  ] 紀元前 1世紀 
当時の日本列島のあたりには[６  百 ]余国の小国が分立し、定期的に 

[７  楽浪
ら くろ う

郡
ぐん

  ]※１と通交するものもあった 

[８『後漢書』東夷伝 ] 

[９ 57  ]年 
建武
け ん む

中元
ちゅうげん

二年、倭
わ

の[１０ 奴  ]国王が後漢の都[１１ 洛陽  ]に遣使、 

[１２ 光武
こ う ぶ

帝
てい

  ]から印綬
いんじゅ

(「１３ 漢委
かんのわの

奴
なの

国王
こくおう

  」と刻印した金印)を授
さず

かる 

[１４ 107 ]年 
安帝
あんてい

の永
えい

初
し ょ

元年
がんねん

、倭のとある国王帥
すい

升
しょう

が[１５ 生
せい

口
こ う

   ](奴隷)160人を 

後漢の皇帝に献上
けんじょう

 

2世紀後半 倭国の大乱 

[１６「魏志」倭人伝  ] 
中国の歴史書『三国志』中の 

「魏書」第 30巻烏丸鮮卑 

東夷伝倭人条の略称。 

3世紀 邪
や

馬
ま

台
たい

国
こ く
※２、３の女王[１７ 卑弥呼  ]が倭の中で約 30国を支配 

[１８ 239  ]年 卑弥呼
ひ み こ

が魏に朝貢
ちょうこう

し、[１９ 親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

  ]の称号と銅鏡
どうきょう

百枚などを授
さず

かる 

『晋書』 256年？ 女王[２０  壱
い

与
よ

 ]が西晋に遣使  ※以後、中国とは没交渉 

※１ 楽浪
らくろう

郡
ぐん

…漢の武帝が朝鮮半島北部に設置した統治機構。現在の平壌付近にその中心があった。4世紀初め、高句麗に滅ぼされた。 

※２ 邪馬台国の社会…邪馬台国では王－大人
たいじん

―下戸
げ こ

という身分があったとされている。 

※３ 邪馬台国の位置…邪馬台国の所在した場所は九州説と近畿説がある。奈良県桜井市の纏
まき

向
むく

遺跡
い せ き

では、2009年に 3世紀前半頃の 

整然と配置された大型建物跡が発見され、邪馬台国との関係で注目されている。 

【漢委奴国王印】 

寸法：一辺の平均 2.347cm 

鈕
つまみ

を除く印台の高さ：平均 0.887cm、総高 2.236cm 

重さ：108.729g、体積 6.0625cm³  

発見場所：筑前国那珂郡志賀島村東南部(現福岡県福岡市東区志賀
し か の

島
しま

) 

発見時期：1784年 4月 12日(天明 4年 2月 23日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

＊教科書対応 P２０～22 

＊詳説日本史ノート対応 P６～8 
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3世紀の東アジア 

卑弥呼が魏から 

賜
たまわ

ったと考えられる 

「景初三年」銘のある 

三角
さんかく

縁
ぶち

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

 

(神原神社古墳出土、島根県) 



史料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫 そ

れ
楽
浪

ら
く
ろ
う

海
中

か
い
ち
ゅ
う

に
倭
人

わ

じ

ん

有 あ

り
、分 わ

か

れ
て
百
余

ひ
ゃ
く
よ

国 こ
く

と 

為 な

る
。歳
時

さ

い

じ

を
以 も

っ

て
来 き

た

り
献 け

ん

見 け
ん

す
と
云 い

ふ
。 

（
『
漢
書
』
地
理
誌
） 

(

注)

楽
浪
郡
…
前
１
０
８
年
に
前
漢
の
武
帝
が
朝
鮮
に 

お
い
た
４
郡
の
一
つ
。現
在
の
平
壌
付
近
の
地
域
。 

楽
浪
郡
の
海
の
先
に
倭
人
が
住
ん
で
い
る
。
倭
は 

百
余
国
に
分
立
し
、な
か
に
は
漢
に
朝
貢
す
る
国
も 

あ
っ
た
。 

一
〇
七
年
、
倭
の
奴
国
の
王
が
後
漢
に
朝
貢
し
た
。 

…
…
光
武
帝
よ
り
「
漢
委
奴
国
王
」
の
印
綬
を 

賜
た
ま
わ

っ
た
。 

建
武

け

ん

む

中
元

ち
ゅ
う
げ
ん

二
年

に

ね

ん

、
倭 わ

の
奴 な

国 こ
く

、
貢
を
奉
じ
て
朝
賀

ち
ょ
う
が 

す
。
…
…
光
武
、
賜 た

ま

ふ
に
印
綬

い
ん
じ
ゅ

を
以 も

っ

て
す
。 

（
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
） 

安
帝

あ
ん
て
い

の
永 え

い

初
元
年

し
ょ
が
ん
ね
ん

、
倭 わ

の
国
王

こ
く
お
う

帥 す
い

升
し
ょ
う

等 ら

、
生 せ

い

口 こ
う 

百
六
十
人
を
献
じ
、
請
見
を
願
ふ
。
桓
霊
の
間
、 

倭 わ

国 こ
く

大 お
お

い
に
乱
れ
、
更

相

こ
も
ご
も
あ
い

攻
伐

こ
う
ば
っ

し
て
歴
年

れ
き
ね
ん

主
あ
る
じ 

な
し
。  

 
 
 
 
 
 

（
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
） 

五
七
年
、
倭
国
王
の
帥
升
等
が
奴
隷
１
６
０
人
を 

安
帝
に
献
上
し
た
。
桓
帝
と
霊
帝
の
時
代
（
二
世
紀 

後
半
）
、
倭
国
で
は
大
乱
が
起
き
た
。
互
い
に
戦
い 

あ
い
、
年
を
経
て
も
盟
主
が
い
な
か
っ
た
。 

(

卑
弥
呼
は)

呪
術
を
お
こ
な
い
、多
く
の
人
に
自
分
の
占
い
を
信
じ
さ
せ
て
い
る
。す
で
に
成
人
し
て
い
る
が
、夫
は 

な
く
、弟
が
政
治
を
補
佐
し
て
い
る
。…
…
景
初
三(

２
３
９)

年
六
月
、倭
の
女
王
が
大
夫
の
難
升
米
ら
を
帯
方
郡
に 

遣
わ
し
、(

魏
の)

天
子
に
謁
見
し
て
朝
貢
す
る
こ
と
を
求
め
た
。帯
方
郡
長
官
の
劉
夏
は
、郡
の
官
吏
を
遣
わ
し
て 

案
内
さ
せ
て
京
都(

洛
陽)

ま
で
送
ら
せ
た
。 

そ
の
年
の
十
二
月
、詔
書
を
下
し
て
倭
の
女
王
に
報
じ
て
い
う
に
は
、 

「
…
…
今
汝
を
親
魏
倭
王
と
な
し
、金
印
紫
綬
を
授
け
、…
…
銅
鏡
百
枚
も
つ
か
わ
す
…
…
」
。 

卑
弥
呼
が
死
ぬ
と 

大
き
い
墓
を
つ
く
っ
た
。そ
の
直
径
は
百
余
歩
で
、卑
弥
呼
に
殉
死
し
た
奴
隷
百
余
人
が
一
緒
に
葬
ら
れ
た
。 

…
…
鬼 き

道 ど
う

を
事
と
し
、
能 よ

く
衆
を
惑 ま

ど

は
す
。
年
已
に
長
大
な
る
も
、
夫 ふ

壻 せ
い

無
し
。
男
弟
有
り
、
佐 た

す

け
て
国
を 

治
む
。
…
…
景
初
二
年
六
月
、
倭
の
女
王
、
大
夫
難

た

い

ふ

な

升 し

米 め

等
を
遣

つ
か
わ

し
郡
に
詣 い

た

り
、
天
子
に
詣
り
て
朝
献
せ
ん 

こ
と
を
求
む
。
太
守
劉
夏
、
吏
を
遣
し
、
将
て
送
り
て
京
都
に
詣
ら
し
む
。 

そ
の
年
十
二
月
、
詔
書
し
て
倭
の 

女
王
に
報
じ
て
曰
く
、
「
…
…
今 い

ま

汝
な
ん
じ

を
以 も

っ

て
親 し

ん

魏 ぎ

倭 わ

王 お
う

と
為 な

し
、
金
印

き
ん
い
ん

紫
綬

し

じ

ゅ

を
仮 ゆ

る

し
、
…
…
特
に
汝
に
…
… 

銅
鏡
百
枚
…
…
を
賜
い
、
…
…
」
と
。 

卑
弥
呼
以
て
死
す
。
大
い
に
冢
を
作
る
。
径
百
余
歩
、
徇
葬
す
る
者
、 

奴
婢
百
余
人
。
…
… 

（
『
魏
志
』
倭
人
伝
） 

『魏志』倭人伝の内容から、邪馬台国の社会には 

身分差があり、国家的諸制度が形成され始めて 

いたことがわかる。 


